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表面

　平成26年度　第45回　関東中学校サッカー大会（山梨大会）

主審

全国大会を懸けた一戦。立ち上がりから積極的な攻撃を仕掛ける多摩大目黒は１分・２分・３分とCKを得るが得点には結びつかない。⑩番のキープ力から両サイドを効果
的に使い、１８分・２２分と⑨番が連続してシュートを打つが決められない。対する新島学園も⑩番・⑪番・⑭番が攻撃を仕掛けるが多摩大目黒のDFを崩しきれず前半を終
了する。後半は一進一退の攻防が続き、両チーム集中した内容の好ゲームを展開する。お互いチャンスを決めきれず０－０で延長戦へ突入する。６８分には多摩大目黒の
⑭番のシュートがポストをたたき決定機を逃す。０－０のままPK戦となり、４－２で多摩大目黒が勝利を収め、全国大会出場を決めた。両チーム共に技術が高く、気迫のこ
もったプレーをしており、代表決定戦にふさわしい好ゲームであった。


